
証券コード：3648

Assuring Growth and Success with IT

－ ITで、確かな成長と成功を －

第19期  株主通信
2014年3月期　第2四半期報告書（2013年4月1日～2013年9月30日）
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株 主 の 皆 様 へ

このような経営環境の下、当社グループは長期経営計
画の２年目を迎え、クラウド関連サービスの拡充や公共
分野の大型案件獲得、法人・金融分野での取引拡大など、
今後の売上増強に向け着実な成果を上げたものの、公共
団体及び一般法人顧客向けシステム機器の販売が減少し
たことなどにより、当第２四半期連結累計期間の売上高
は7,594百万円（前年同期比8.9％減）となりました。

利益面では、情報処理サービスの売上高の増加や業務
の効率化並びに償却費の減少などにより、営業利益は
228百万円（前年同期比17.4％増）、経常利益は309百万
円（ 同34.3 ％ 増 ）、 四 半 期 純 利 益 は310百 万 円（ 同
193.7％増）となりました。

下期につきましても、経営計画の達成に向けて邁進し
てまいります。

株主の皆様におかれましては、より一層のご理解とご
支援を賜りますようお願いいたします。

平成25年11月

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ここに、第19期第2四半期株主通信（平成25年4月1日

から平成25年9月30日まで）をお届けするにあたりご挨
拶申し上げます。

当第2四半期におけるわが国経済は、政府による経済対
策や金融政策の推進を背景とした円高是正並びに株価上
昇が進み、企業業績見通しも回復基調を示し、景気回復
への兆しが見え始めております。

当社グループが属します情報サービス産業においては、
企業収益の改善に伴い、クラウド関連サービスやデータ
センターサービスの拡大など、緩やかにIT投資回復への
動きが見られました。

（単位：百万円）売上高 （単位：百万円）経常利益

代表取締役社長

小川　修一

（単位：百万円）四半期（当期）純利益
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496

セグメント情 報

情報処理サービス

ソフトウエア開発

その他情報サービス

システム機器販売 （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円） 　情報処理サービスでは、データセンターを基盤に、大型汎用機を中心とした受託計算
サービスと、データ入力・印刷・デリバリ等の周辺業務を併せたトータルなサポートと
してIDCサービス、クラウドサービス、BPOサービスを提供しております。
　当セグメントの業績につきましては、自治体向けアウトソーシング案件や金融機関向
けファシリティサービス契約の増加などにより、売上高は4,171百万円（前年同期比
1.5％増）、セグメント利益は、売上高の増加や業務の効率化並びに償却費の減少などに
より、498百万円（同61.0％増）となりました。

　ソフトウエア開発では、金融機関・公共団体・一般法人など幅広い業界・業種のお客
様に対して、情報戦略策定支援等のシステムコンサルティングに始まり、アプリケーショ
ン・ソフトの受託開発やネットワークの設計・構築をトータルに提供しております。
　当セグメントの業績につきましては、金融機関向けソフトウエア開発案件が増加した
一方、公共団体及び一般法人向けソフトウエア開発案件が減少したことなどにより、売
上高は2,071百万円（前年同期比3.2％減）、セグメント利益は、売上減により275百万
円（同14.2％減）となりました。

　その他情報サービスでは、システムパッケージ商品の提供や導入支援サービス、情報
セキュリティや事業継続マネジメントに関わるコンサルティングなどを提供しており
ます。
　当セグメントの業績につきましては、法人顧客向けの機器導入支援サービスが減少し
たことなどにより、売上高は855百万円（前年同期比4.2％減）となりましたが、セグメ
ント利益は、業務の効率化などにより58百万円（同9.5％増）となりました。

　システム機器販売では、マルチベンダーとして特定のコンピュータメーカーに依存せず、
お取引先の多様なニーズにマッチした最適なコンピュータ機器の選定・販売や、関連す
る周辺機器・備品、コンピュータ帳票の販売を行っております。
　当セグメントの業績につきましては、公共団体向け販売が減少したことなどにより、
売上高は496百万円（前年同期比58.3％減）、セグメント利益は9百万円（同93.7%減）
となりました。

■ セグメント別売上高
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次世代認定マーク（愛称：くるみん）

トピックス　

　個人投資家様向け会社説明会を開催いたしました。多数の個人投資家の皆様にご来場いただきました。説明会資料
は当社ホームページのトピックスに掲載しております。

【むさし証券様と共催】　　 
2013.07.16 大宮 大宮法科大学院大学ビル　記念講堂
2013.07.17 東京 トラストシティ　カンファレンス・丸の内
2013.07.19 熊谷 ホテルガーデンパレス
2013.07.22 川越　 川越プリンスホテル

【みずほ証券様と共催】
2013.09.24 みずほ証券池袋支店

個人投資家様向け会社説明会開催

■ 2013.05.20
医療・介護福祉・ヘルスケア分野の

ＩＴ事業参入プロジェクトチーム組成

■ 2013.06.28
埼玉県自治体クラウド
セミナー出展

■ 2013.07.02
「ＡＧＳ」クラウドα新サービス
提供開始

■ 2013.07.03 ～ 05
ヒューマンキャピタルEXPO 
Tokyo 2013出展

■ 2013.08.09
自己株式取得（315,000株）

■ 2013.08.20
株主優待制度導入

■ 2013.08.30
「子育てサポート企業」認定

■ 2013.05.25
社員から回収した古本

（約3,000冊）を東日
本大震災の被災地（福
島県田村市）へ寄贈

■ 2013.05.29
自治体向けクラウド
型総合行政システム

「PubLinker Cloud」
サービスの提供開始
リリース発表

（10月提供開始）

6月 7月 8月 9月5月4月

■ 2013.07.25
太陽光発電事業参入決定
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　株主の皆様に感謝の意を表すると共に、当社株式への投資魅力を高め、中長期的に当社株式を保有していただける
株主様の増加を図ることを目的として株主優待制度を導入いたしました。
■ 対象となる株主様

毎年3月31日現在、当社株主名簿に記載された100株（1単元）以上を保有されている株主様といたします。
■ 優待内容

VJAギフトカード　1,000円分
■ 送付時期

毎年6月頃の発送を予定しております。
■ 実施開始時期

平成26年3月31日現在の株主名簿に記載された100株（1単元）以上保有の株主様を対象として開始いたします。

　自社保有の都市型データセンターである「さいたまｉＤＣ」を活用した仮想プライベート型ＳａａＳとして構築した自治
体向けクラウド型総合行政システム「PubLinker Cloud」サービスの提供を開始いたしました。仮想プライベートク
ラウドとＳａａＳのハイブリッド形態により提供する最先端技術を駆使した最新のシステムサービスです。自治体様毎に
独立したプライベートクラウドの環境として、高い機密性や安全性を保有し、かつ低コストでご利用いただける仕組み
を提供しております。
　当システムは、平成25年10月15日埼玉県和光市様に導入いたしました。埼玉県の他市でも導入を検討していた
だいており、今後埼玉県を中心に首都圏の自治体に順次拡大を図ってまいります。
※仮想：１台のサーバで複数台のシステム環境を動作させる技術
※SaaS：（Software as a Service）ネットワークを介して必要に応じて利用できるソフトウエア

株主優待制度導入

自治体向けクラウド型総合行政システム「PubLinker Cloud」サービスの提供開始

　2013年7月、お客様向け通信誌「AGS通信」を創刊いたしました。
　IT利用に関する知識やニュース、お客様のサービス利用事例等、その他弊社
に関する情報などを年2回（7月中旬、1月中旬）発信させていただきます。
　お客様に有益な情報を提供し、信頼と期待にお応えできるように努力してま
いります。
　Web版は、左記URLからご覧いただけます。ぜひアクセスしてみてください。

http://ags.nlk.jp/top.html
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連 結 財 務 諸 表

科　目
前第2四半期（累計）

自　2012年4月 1 日（ 至　2012年9月30日 ）
当第2四半期（累計）

自　2013年4月 1 日（ 至　2013年9月30日 ）
売上高 8,332 7,594
売上原価 6,663 5,901
売上総利益 1,668 1,692
販売費及び一般管理費 1,474 1,464
営業利益 194 228
営業外収益 62 104
営業外費用 26 23
経常利益 230 309
特別利益 － 97
特別損失 15 4
税金等調整前四半期純利益 215 403
法人税、住民税及び事業税 69 72
法人税等調整額 31 9
少数株主損益調整前四半期純利益 113 320
少数株主利益 7 9
四半期純利益 105 310

（単位：百万円）連結損益計算書（要旨）

科　目
前第2四半期（累計）

自　2012年4月 1 日（ 至　2012年9月30日 ）
当第2四半期（累計）

自　2013年4月 1 日（ 至　2013年9月30日 ）
営業活動によるキャッシュ・フロー 726 489
投資活動によるキャッシュ・フロー △369 △35
財務活動によるキャッシュ・フロー △324 △885
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33 △431
現金及び現金同等物の期首残高 1,986 3,077
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,020 2,645

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

前連結会計年度末に比べ1,077百万円減少し、13,821百万円となりました。主
な要因は、受取手形及び売掛金が406百万円、有価証券が309百万円減少した
ことなどによるものです。

1  資産合計

前連結会計年度末に比べ608百万円減少し、4,462百万円となりました。主な
要因は、買掛金が318百万円、リース債務が167百万円減少したことなどによ
るものです。

2  負債合計

前連結会計年度末に比べ468百万円減少し、9,358百万円となりました。主な
要因は、少数株主持分が401百万円減少したことなどによるものです。

3  純資産合計

営業活動の結果、得られた資金は、489百万円となり、前年同期より237百万円
減少しました。

4  営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、使用した資金は、35百万円となり、前年同期より333百万円
減少しました。

5  投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、使用した資金は、885百万円となり、前年同期より561百万円
増加しました。主な要因は、子会社の自己株式の取得による支出348百万円、自
己株式の取得による支出280百万円などによるものです。

6  財務活動によるキャッシュ・フロー

2

3

4
5
6

1

科　目 前連結会計年度末
(2013年3月31日)

当第2四半期末
(2013年9月30日)

【資産の部】
流動資産 5,777 5,125
固定資産 9,121 8,695
　有形固定資産 6,485 6,175
　無形固定資産 937 866
　投資その他の資産 1,698 1,653
資産合計 14,898 13,821

【負債の部】
流動負債 2,707 2,198
固定負債 2,363 2,263
負債合計 5,070 4,462

【純資産の部】
株主資本 9,244 9,189
　資本金 1,398 1,398
　資本剰余金 473 473
　利益剰余金 7,495 7,720
　自己株式 △123 △403
その他の包括利益累計額 181 169
少数株主持分 401 －
純資産合計 9,827 9,358
負債純資産合計 14,898 13,821

（単位：百万円）連結貸借対照表（要旨）
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会 社 概 要

商 号 AGS株式会社
AGS Corporation

設 立 昭和46年7月
上 場 市 場 東京証券取引所市場第二部

証券コード：3648
資 本 金 1,398百万円
事 業 内 容 情報処理サービス

ソフトウエア開発
その他情報サービス
システム機器販売

従 業 員 連結　950名
本 社 〒330-0075

埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷4-3-25
TEL：048-825-6000　FAX：048-822-7337

東 京 本 社 〒170-0013
東京都豊島区東池袋1-21-11 オーク池袋ビル4階
TEL：03-3984-8471　FAX：03-6386-0911

浦 和
ソリューション
セ ン タ ー

〒336-0027
埼玉県さいたま市南区沼影1-13-1 ナリア・テラス3階  
TEL：048-839-5611　FAX：048-877-3500

連 結 子 会 社 AGSビジネスコンピューター株式会社
AGSプロサービス株式会社
AGSシステムアドバイザリー株式会社

会社概要（2013年9月30日現在）

① 発行可能株式総数 16,000,000株
② 発行済株式の総数 4,907,100株
③ 株主数 2,321名
④ 大株主

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

ＡＧＳ社員持株会 505,100 11.37

大栄不動産株式会社 320,000 7.20

富士通株式会社 300,000 6.75

リズム時計工業株式会社 300,000 6.75

富士倉庫運輸株式会社 250,000 5.63

株式会社りそな銀行 200,000 4.50

株式会社ティー・アイ・シー 150,000 3.38

埼玉県民共済生活協同組合 150,000 3.38

（注）１． 当社は、自己株式を465,117株保有しておりますが、上記大株主からは除外
しております。

　　 ２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

株式の状況（2013年9月30日現在）

役　員（2013年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長 小 川 修 一
取締役常務執行役員 藤 倉 広 幸
取締役常務執行役員 中 西 弘 幸
取締役常務執行役員 石 井 　 進
取締役常務執行役員 近 藤 克 行
取 締 役 執 行 役 員 大 庭 裕 信
取 締 役 執 行 役 員 小 原 孝 幸
取 締 役（ 社 外 ） 笠 間 達 雄
取 締 役（ 社 外 ） 増 古 恒 夫
常 勤 監 査 役 細 沼 弘 幸
常 勤 監 査 役 酒 井 一 夫
監 査 役（ 社 外 ） 井 立 勝 己
監 査 役（ 社 外 ） 野 上 武 利

個人その他
（1,389,738株）28.32%

自己株式
（465,117株）9.48%

金融機関
（497,700株）10.14%

その他の法人
（2,523,700株）51.43%

証券会社
（26,645株）0.54%

外国法人等
（4,200株）0.09%

1,000～4,999株
（188名）8.10%

10,000～49,999株
（15名）0.65%

50,000～99,999株
（10名）0.43%

100,000株以上
（15名）0.65%

1～999株
（2,073名）89.31%

5,000～9,999株
（20名）0.86%

所有者別株式分布状況

所有株式数別株主分布状況
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■ 株主メモ
事 業 年 度 ４月１日から翌年３月３１日まで

定 時 株 主 総 会 6月

定時株主総会基準日 3月31日

剰余金の配当基準日 期末配当　3月31日
中間配当　9月30日

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

郵便物送付先（お問合わせ先） 〒１６８－８５０７
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

0120-288-324（フリーダイヤル）
公 告 方 法 当社ホームページ（http://www.ags.co.jp/）に電子公

告により掲載します。なお、電子公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

お 取 扱 窓 口 お取引の証券会社等

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行及びみずほ銀行
（みずほ証券では取次のみとなります）

証券会社に口座をお持ちの場合は、郵便物送付先、電話お問合わせ先及びお取
扱店は、お取引の証券会社になります。

AGS株式会社
埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷4-3-25
TEL：048-825-6000　　FAX：048-822-7337
http://www.ags.co.jp/

http://www.ags.co.jp/
当社のホームページでは、会社概要・事業内容を
はじめ、ニュースリリース、IR情報などがご覧い
ただけます。ぜひアクセスしてみてください。

ホ ー ム ペ ー ジ の ご 案 内

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

JQA-EM5590
(本社・浦和ＳＣ)

環境マネジメント
システム

JQA-IT0050
システム運用部

ITサービス
マネジメントシステム

2006年
6月達成

能力成熟度
モデル統合

JQA-IM0097

情報セキュリティ
マネジメントシステム

受託計算業務に関わる
汎用機システムの運用管
理及びIDCの運用監視

DC003-1309
「さいたまｉＤＣ」
さいたまセンター

データセンターの
安全・信頼性に係る
情報開示認定制度


